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	応用
	抗原情報
	背景
	このタンパク質はアルデヒド脱水素酵素ファミリーに属します。アルデヒド脱水素酵素は、アルコール代謝における主要な酸化経路の2番目の酵素です。アルデヒド脱水素酵素には、細胞質型とミトコンドリア型の2つの主要な肝臓アイソフォームがあり、電気泳動移動度、速度論的特性、細胞内局在によって区別できます。ほとんどの白人は2つの主要なアイソザイムを有しますが、東洋人の約50%は細胞質型アイソザイムを有し、ミトコンドリア型アイソザイムは有しません。東洋人における急性アルコール中毒の頻度が白人よりも著しく高いのは、ミトコンドリア型アイソザイムの触媒活性型の欠如と関係している可能性があります。触媒不活性型を持つ人はアセトアルデヒドへの曝露量が増加し、多くの種類の癌に対する感受性が高まる可能性があります。この遺伝子は、アセトアルデヒドに対するKm値が低く、ミトコンドリアマトリックスに局在するミトコンドリアアイソフォームをコードしています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HepG2（1）、A549（2）細胞溶解物およびラット肝臓（3）、マウス肝臓（4）、マウス脳（5）組織溶解物に対するALDH2マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	ALDH2マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA標識。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識したアクチンフィラメント。
	

	ALDH2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	ALDH2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	ALDH2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋直腸癌組織の免疫組織化学分析。

